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1. 2022年12月期第1四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 1,212 △14.9 △17 ― △3 ― △15 ―

2021年12月期第1四半期 1,423 11.8 14 △47.8 19 △35.2 14 △42.8

（注）包括利益 2022年12月期第1四半期　　△19百万円 （―％） 2021年12月期第1四半期　　21百万円 （△10.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第1四半期 △1.08 ―

2021年12月期第1四半期 1.00 0.49

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 7,242 2,086 28.8

2021年12月期 7,065 2,110 29.8

（参考）自己資本 2022年12月期第1四半期 2,083百万円 2021年12月期 2,107百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年12月期 ―

2022年12月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,800 6.0 100 148.5 90 122.1 55 95.6 3.77

通期 5,800 7.6 150 37.6 140 36.9 80 49.2 5.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期1Q 14,621,961 株 2021年12月期 14,621,961 株

② 期末自己株式数 2022年12月期1Q 15,927 株 2021年12月期 15,891 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期1Q 14,606,052 株 2021年12月期1Q 14,606,154 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2022年１月１日～2022年３月31日）におけるわが国経済は、期初から感染力の

強い新型コロナウイルス・オミクロン株により新規感染者が大幅に増加し、人の行動制限や物流の停滞、物流

費の高騰などが発生しました。期の後半には感染者は減少傾向となりましたが、昨年から継続する半導体をは

じめとする電子部品の供給不足は解消せず、一方で、２月にはウクライナで戦争が発生し、原油等資源価格が

上昇するなど、インフレの発生と同時に世界的な景気停滞が懸念される非常に不安定な状況で推移しました。

当社グループは、前期に引き続き文具事業の広島工場建設をすすめ、抜本的な経営改革を目指しつつ、販売

好調な万年筆を軸に、文具・ロボット機器の両事業で、積極的な販売活動を展開しました。その結果、当第１

四半期連結累計期間は、売上高12億1千2百万円(前年同期比14.9％減）、営業損失1千7百万円（前年同期営業利

益1千4百万円）、経常損失3百万円（前年同期経常利益1千9百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失1千5

百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純利益1千4百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（文具事業）

文具事業につきましては、主力製品である金ペンの万年筆および万年筆用インクの売上が、国内・海外とも

に堅調に推移しました。その結果、売上高9億1千5百万円（前年同期比3.4％増）となりました。利益面では、

金をはじめとした原材料値上がりの影響などあったものの、セグメント利益1千6百万円（前年同期セグメント

損失4千2百万円）となりました。

（ロボット機器事業）

ロボット機器事業につきましては、経済の先行き不安により企業が設備投資に慎重で、新規受注が低迷した

事と機械納入の後ろ倒しが重なり、売上高2億9千6百万円(前年同期比45.0％減）、セグメント損失3千3百万円

（前年同期セグメント利益5千7百万円）となりました。

（２）財政状態の状況

（資産の状況）

資産合計は、前連結会計年度末に比べて1億7千6百万円増加し、72億4千2百万円となりました。このうち、流

動資産は、現金及び預金の減少6千9百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少1億6百万円、商品及び製品

の減少5千1百万円等により、前連結会計年度から1億8千5百万円減少して50億8千3百万円となりました。固定資

産につきましては、工場建設に係る有形固定資産の増加3億5千7百万円等により、前連結会計年度末から3億6千

2百万円増加して、21億5千9百万円となりました。

（負債の状況）

負債合計は、前連結会計年度末に比べて2億円増加し、51億5千5百万円となりました。このうち、流動負債

は、工場建設関連の未払金等により前連結会計年度末より2億6百万円増加し、21億1千8百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末より5百万円減少し、30億3千6百万円となりました。

（純資産の状況）

純資産は、前連結会計年度末から2千3百万円減少して、20億8千6百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期の第２四半期累計期間及び通期業績予想につきましては、2022年２月17日に発表いたしました

内容から変更はありません。

- 2 -

セーラー万年筆(株)（7992）　2022年12月期 第1四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,377,990 2,308,594

受取手形及び売掛金 1,137,537 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,030,602

商品及び製品 656,534 605,332

仕掛品 273,739 275,875

原材料及び貯蔵品 714,051 738,591

その他 116,103 130,817

貸倒引当金 △7,067 △6,752

流動資産合計 5,268,889 5,083,061

固定資産

有形固定資産

土地 859,647 859,647

建設仮勘定 462,479 827,244

その他（純額） 258,197 250,879

有形固定資産合計 1,580,325 1,937,772

無形固定資産 42,527 39,185

投資その他の資産

投資有価証券 91,969 99,189

その他 81,843 83,303

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 173,800 182,479

固定資産合計 1,796,653 2,159,436

資産合計 7,065,543 7,242,498

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 570,124 531,624

短期借入金 999,664 999,664

リース債務 7,937 7,937

未払法人税等 72,007 25,975

賞与引当金 30,086 32,808

その他 232,441 520,753

流動負債合計 1,912,261 2,118,765

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 2,000,000 2,000,000

リース債務 12,612 10,627

再評価に係る繰延税金負債 259,188 259,188

退職給付に係る負債 734,887 730,993

製品自主回収関連損失引当金 5,084 5,073

資産除去債務 23,100 23,100

その他 7,839 7,839

固定負債合計 3,042,711 3,036,822

負債合計 4,954,973 5,155,587

純資産の部

株主資本

資本金 3,653,573 3,653,573

資本剰余金 2,022,268 2,022,268

利益剰余金 △4,144,271 △4,164,519

自己株式 △21,146 △21,153

株主資本合計 1,510,422 1,490,168

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,931 △2,919

土地再評価差額金 591,726 591,726

為替換算調整勘定 8,096 4,344

その他の包括利益累計額合計 596,891 593,152

非支配株主持分 3,255 3,589

純資産合計 2,110,569 2,086,910

負債純資産合計 7,065,543 7,242,498
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 1,423,858 1,212,051

売上原価 1,009,609 848,837

売上総利益 414,248 363,213

販売費及び一般管理費 399,505 380,498

営業利益又は営業損失（△） 14,742 △17,284

営業外収益

受取利息 22 24

為替差益 5,111 3,246

持分法による投資利益 4,941 7,206

受取賃貸料 1,494 4,123

助成金収入 － 4,474

その他 551 765

営業外収益合計 12,121 19,841

営業外費用

支払利息 7,210 4,694

コミットメントフィー － 1,183

その他 17 6

営業外費用合計 7,227 5,884

経常利益又は経常損失（△） 19,636 △3,327

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
19,636 △3,327

法人税、住民税及び事業税 4,523 12,120

法人税等調整額 － －

法人税等合計 4,523 12,120

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,113 △15,448

非支配株主に帰属する四半期純利益 452 267

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
14,660 △15,715

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,113 △15,448

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 132 12

土地再評価差額金 － －

為替換算調整勘定 5,872 △3,685

その他の包括利益合計 6,004 △3,672

四半期包括利益 21,117 △19,120

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,664 △19,454

非支配株主に係る四半期包括利益 452 333

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

・輸出販売については、主に出荷日及び船積日において収益を認識しておりましたが、インコタームズ等で定

められた貿易条件に基づき、リスク負担が顧客に移転した時点で収益を認識する方法に変更しております。

・販売契約上、商品又は製品の瑕疵以外の理由での返品権を付したものは有りませんが、取引慣行上行われて

いる返品の実績に基づき、返品されると見込まれる商品又は製品についての売上高及び売上原価相当額を認識

しない方法により、返金負債を流動負債の「その他」及び返品資産を流動資産の「その他」に含めて表示して

おります。

・文具事業の一部取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しておりましたが、顧客

への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、代理人としての役割と判断され

る取引については、総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しておりま

す。

　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第98項

に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配

が顧客に移転されるまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高が93,952千円減少、売上原価が93,409千円減少しております

が、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の

当期首残高は4,532千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて

表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結

会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期

連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸

表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注）文具事業 ロボット機器事業 計

売　上　高

(1)外部顧客への売上高 885,199 538,658 1,423,858 － 1,423,858

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 － － － － －

計 885,199 538,658 1,423,858 － 1,423,858

セグメント利益又は損失（△） △42,551 57,294 14,742 － 14,742

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注）文具事業 ロボット機器事業 計

売　上　高

(1)外部顧客への売上高 915,682 296,368 1,212,051 － 1,212,051

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 － － － － －

計 915,682 296,368 1,212,051 － 1,212,051

セグメント利益又は損失（△） 16,387 △33,672 △17,284 － △17,284

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年１月１日　至2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

会計方針の変更に記載の通り、当第１四半期連結会計期間の期首より収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更

しております。この結果、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上高が93,952千円減少、

売上原価が93,409千円減少しておりますが、セグメント損失に与える影響は軽微であります。

３．その他

該当事項はありません。
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